
＜業務＞

概　要

（業務概要）
①有明海全域のタイラギ幼生供給関係を推定することを目
的に過年度に構築した有明海におけるタイラギ浮遊幼生挙
動モデルの開発（改良）
②自然災害リスク（貧酸素）を踏まえた二枚貝類の母貝団
地造成の影響などの検討
以上の検討を行うものである。

（作業項目）
１．資料の検討
２．タイラギ浮遊幼生挙動モデルの開発
　（既存モデルの改良）
３．自然災害リスクを踏まえた母貝団地造成
  （アサリ・タイラギ）の検討
４．点検とりまとめ

（履行期間）
　令和４年６月１日～令和５年３月22日

（請負金額）
　２３，０１５千円

【実施状況等】

　検討結果は、有明海沿岸４県（福岡・佐賀・長崎・熊本県）の専門研究員や（国研）水産研究・教育
機構で構成（委員12名で構成）する浮遊幼生等調査WGの会議において、検討手法や配慮した条件、検討
結果等を詳細に説明し再現性の評価を行った。また、有明海沿岸４県の漁連・漁協や国・県で構成する
協議会（委員13名で構成）において、漁業者にも分かり易い資料を作成し理解を得た。

受注者
業務名

（実施場所）
受賞理由

国際航業（株）
九州支社

令和４年度有明海浮遊幼生挙動検討
業務

　本業務は、有明海全域のタイラギ浮遊幼生挙動モデルで
は、新規知見（浮遊幼生の移動特性など）や現地調査を組込
み再現性の向上を図るものである。
　自然災害リスクは、流動モデルを用いて、溶存酸素濃度を
再計算し、貧酸素の滞留時間により二枚貝類の生息条件や成
育に応じた塩分濃度、溶存酸素濃度の耐性データと併せて、
二枚貝類の生息環境への影響を与える海域の抽出を実施し
た。

①タイラギ浮遊幼生挙動モデルの再現性の向上
　最新のタイラギ浮遊幼生調査や浮遊幼生が持つ移動特性
（幼生の沈降、塩分忌避性）に関する調査、既往知見による
タイラギ着底条件（底質、掃流）に関する検討を行い、その
結果をモデルに組み込むことで再現性（採卵場・着底場）の
向上を図った。

②自然災害リスクを踏まえた母貝団地造成の評価
　有明海の水質環境（溶存酸素濃度）を再現する生態系モデ
ルを構築し、過去10年間で降水量の多かった2010年と2020年
の2ヵ年の再現計算の提案があり、計算結果および二枚貝類
（アサリ・タイラギ）の稚貝・成貝における溶存酸素濃度に
対する耐性から、10年に1度程度の大雨災害に対する母貝団
地のリスクを評価した。

③計画的な業務の実施
　浮遊幼生等調査ワーキンググループ、有明海漁場環境改善
連絡協議会の時期を念頭に、発注者との連絡を密に行うとと
もに、沿岸４県や（国研）水産研究・教育機構に既往知見や
科学的な観点からの助言を取り込むなど、信頼性の高い確実
な業務成果が得られた。

　以上のとおり、タイラギ浮遊幼生挙動モデルのシミュレー
ションの精度向上及び自然災害リスクによる二枚貝類の影響
する海域を抽出したことは、優れた業務成果として高く評価
できる。
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＜業務＞

【実施状況等】

受注者
業務名

（実施場所）
受賞理由

サンスイコンサルタ
ント（株）九州支社

令和４年度地域整備方向検討調査
菊池台地地域整備構想とりまとめ業
務
（熊本県菊池市外地内）

　本業務は、既存農業水利施設の機能保全対策等の事業実施
に向けて整備構想をとりまとめることであるが、土地改良区
は施設管理等で様々な問題を抱えており、費用対効果は総費
用総便益比1.0 の確保が困難な状況であった。
 「整備構想（案）のとりまとめ」において、機能保全計画に
基づいた対策に加えて、自主的な提案や創意工夫により土地
改良区が抱えている課題等を把握し、課題解決に向けた対策
（案）を検討して整備構想（案）を策定するとともに、「費
用対効果調査」においては、「水源かん養効果」などの新た
な検討を行う等、業務成果の品質向上に寄与した。

①整備構想（案）のとりまとめ
　整備構想（案）のとりまとめにあたって、過年度実施した
機能保全計画一部見直しを行い、受注者提案により、土地改
良区が抱える課題の聞き取り調査を行ったうえで、ファーム
ポンド容量の見直しによる時間差容量の確保等、課題解決に
繋がる整備構想（案）の検討を行った。

②費用対効果調査
　費用対効果調査における新たな効果項目としては「田畑輪
換効果」を行うこととしていたが、受注者提案により地域の
特性を考慮し地下水かん養機能の検討も行い、受益地域のう
ち「熊本県地域地下水総合保全管理計画」に記載の地域にお
ける水田を対象に、事業実施により用水供給が維持されるこ
とによる地下水涵養量を明らかにし、対象受益地内の「地下
水かん養効果」の詳細な検討が行われた。

　以上のとおり、菊池台地地区の現状・特性を十分理解した
うえで取り組んでおり、今後の他地区でのモデル的な検討と
なることが期待されるものであり、優れた業務成果として高
く評価できる。

概　要

　本業務は、国営かんがい排水事業「菊池台地地区」で造成
された施設の機能保全対策等の事業実施に向けて、一定地域
や地区内における営農、用水状況に対する課題を整理すると
ともに、整備構想のとりまとめを行うもので、主な内容は次
のとおりである。

（作業内容）
１．準備作業
２．一定地域の整理
３．営農計画調査
４．費用対効果調査
５．整備構想（案）のとりまとめ
６．整備構想図（案）のとりまとめ
７．地域整備方向検討調査報告書とりまとめ
８．点検とりまとめ

（履行期間）
　令和4年7月5日～令和5年3月6日

（請負金額）
　２７，４７８千円

①整備構想（案）のとりまとめ
パイプラインの施設管理状況を考慮した機

能保全計画の見直しを検討し、土地改良区が

抱える施設管理等の課題解消に向けた検討を

行った。

②費用対効果調査
地域の特性を考慮し、事業実施により用水供

給が維持されることによる地下水涵養量を明ら

かにし、「地下水かん養効果」の詳細な検討を

行った。



＜業務＞

受注者
業務名

（実施場所）
受賞理由

内外エンジニアリン
グ(株)福岡支社

令和４年度西国東海岸保全事業
堤防設計とりまとめ他業務
（大分県豊後高田市呉崎及び西真玉
地内）

　本業務は、地盤改良工事の施工完了区間において、地盤改
良工の施工結果に対する評価・とりまとめ方針を策定するも
ので、過年度実施設計業務で求めた改良効果と施工済工事の
工事管理資料を比較し改良効果を検討・評価を行った。

①改良地盤の細粒分含有量に配慮した改良効果の評価
　締固め工法・固結工法ともに、原位置における改良体の品
質には、改良地盤の細粒分含有率が大きく寄与するため、
「設計代表断面地点での土質調査結果に基づく細粒分含有
率」と「設計で要求される改良体の品質」の関係を予め整理
し、この整理結果と品質検査の結果を対比して、代表断面以
外の地点における改良効果の評価に活用された。

②設計へのフィードバック
　品質検査に係る改良体の土質試験結果を用いて、設計段階
における改良体の液状化抵抗強度を見直し、これを反映した
ＦＬ値の算定や過剰間隙水圧を考慮した堤防安定照査を行
い、所要の耐震性能を有するか否かを判定した。

　以上のとおり、地盤改良工の施工結果に対する評価・とり
まとめを行うとともに、設計内容や根拠等を図や表で可視化
し、見易い資料を作成するなど優れた業務成果として高く評
価できる。

概　要

　本業務は、西国東海岸保全事業の一環として建設される
堤防堤体の耐震対策の評価・とりまとめ及び堤防付帯施設
の構想設計等を行うものである。
（作業内容）
Ⅰ．設計作業
　１．準備作業
　２．地盤改良工の施工結果の評価・とりまとめ
　３．根固工の単位体積重量試験結果とりまとめ
　４．堤防付帯施設の構想設計
　５．２・３号排水機場の協議資料の作成
　６．直轄海岸保全施設検討委員会資料の作成
　７．照査
　８．点検とりまとめ
Ⅱ．調査作業
　１．土質ボーリング
　２．標準貫入試験
　３．室内土質試験
　４．解析等調査業務
　
（履行期間）
　令和４年９月15日～令和５年３月22日

（請負金額）
　４４，１９８千円

【実施状況等】

①改良地盤の細粒分含有量に配慮した改良
効果の評価

②設計へのフィードバック

細粒分含有率と改良強度の関係をグラ

フ化
施工後のボーリング結果（Ｎ値）を使用した土

質定数による陸側液状化時安定計算結果


